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１９５５（昭和３０）年のこの日、岩波書店から

国語辞典「広辞苑」の初版が発行されまし

た。初版の編集作業には７年も費やし、当時

の登録語数は２０万語、

定価は2,000円でした。

公務員の初任給が9,000

円ほどの時代でしたの

で、大変高価な辞書でし

たが、印刷が間に合わな

いほどの売れ行きだったそ

うです。 
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 脇田 大 （わきだ まさる） 

河北郡津幡町生まれ。妻、息子３人、妻の両

親の７人大家族。かつて長男・次男が所属し

ていた野球チームのお父さん方とお酒を飲

むことがもっぱらの楽しみです。 
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 ※仏事クイズの答え： ①        ※まちがいさがしの答え： 1）男の子の靴下 2）金太郎の右手 3）右の障子 

●５月２５日は「広辞苑記念日」です 

 令和を迎え初めての石材新聞です。高校野球

の春季大会が始まり、長男と一緒にＯＢとして応

援に行きました。対戦相手は右と左の投手２枚

看板なのですが、２人とも次男と同世代で学童

野球の頃から顔見知りだったので、非常に楽しみ

でした。試合は、初回に２点先制されるも２回裏

に取り返し同点。その後７回になんと２ランホーム

ランを打たれてしまいましたが、最後まで諦めない心が相手バッテリーの手元を狂わせ、ワイ

ルドピッチで一気に２点奪取し延長戦になりました。延長戦では力及ばず負けてしまいまし

たが、非常に見応えのある試合でした！ この新聞が発送される頃には次男の方の高校の初

戦は終わっていますが、精一

杯応援したいと思います。 

竹村石材新聞 

 
竹村石材新聞のメール配信をご希望の方へ  
メール takemura@jeans.ocn.ne.jp ＱＲコード⇒  
脇田宛に「竹村新聞メール配信希望」とご送信ください。  



ご縁を大切にしたいとの想いで、毎月発行しています。 

※クイズとまちがいさがしの正解は、表面の一番下の部分をご覧ください。 

知っているようで知らない仏事のことや 

言葉の意味をクイズで確かめてみましょう。 

 ① 暑中見舞いを送る 
 
 ② 門松などの正月飾りを飾る 
 
 ③ お節料理を用意する 

喪中に行ってもよいことは？ 

お祝いするものではなく、

相手を気遣うためのもの

は・・・？  

 卒塔婆とは、納骨や年忌法要等の際に、故人を供養するため

に用いるもので、お墓の後ろや横に建てる縦長い板のことです。 

略して塔婆（とうば）と呼ばれることもあります。お寺に申し出る

と、宗派によって違いはありますが、戒名や命日、経文や施主名・

供養年月日などを書いて作成してくれます。いつまでに申し込め

ばよいかはお寺によって異なりますので、事前に確認しておくこ

とが大切です。卒塔婆のお礼には決まりがありませんが、１本数

千円～10,000円ほどが相場と言われています。卒塔婆のお礼は、

不祝儀袋か白い封筒に入れ、表書きは「御布施」「卒塔婆御布施」「卒塔婆料」などと書

いてお渡しすると良いでしょう。 

上下の絵に間違いが３個あります。探してみましょう。 

★卒塔婆（そとば）とは？ 


